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アルデヒド敬 : isovaleraldehyde, Caprinalde-
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20 19 11 土
27 13 0 +
27 15 8 土
2319 8 土
22 1810 土
25 16 9 土
2213 5 土















22 21 7 土
14 27 9 -
2520 5 土
33 11 6 ++
15 24 6 土
27 20 3 土
27 12 11 +
2821 1 士
30 16 4 +
29 8 13 +

























251312 土 ;271112 +;261112














benzylmethylether !2027 3 土
p-n-butoxybenzylmethyl
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No.ofricestemborerlarvaeintubes














































































































































1 2 3 T. x2l,1 2 3 T･- x2
85 83 83 251
65 67 67 199
81･ 81 87 249
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力作用について.林 光史1 71+･木博夫,讃磁哲夫 (名古屋大学員学部)40.8.26受理
ピレスロジンおよびその誘導体のピレスロイドに対すろ共力作用についてイエバェ成虫をもちい
て実験した. ピレトt)ン油剤にわける処理ではピレスロジンの共力作用は認められず.弧榊ピレス
ロジンとビレスロジン規慨分脈物の酸化物はノックダウンにのみ共力作用がみとめられた. ピレト
.)ン粉剤の場合はピレスロジ.ン山懐分解物の酸化物はピレトリン0.2%に1.0%を加えることによ
り著しいノックダウンの共力作用と致死作用の増加が認められた. しかし, アレスリン粉剤の場合
はピレト.)ンの場合よりも共力作用は弱く,致死率の増加も認められなかった.
除虫菊樹脂中から分離した結晶性樹脂および塩酸分
解物がピレトリンによるイエバエのノックダウンに対
しては兆力作用を示すが,ア.カイエカ幼虫にはその作
用を示さないことが田村,松原ら (1955,56)1･2)によ
って糊出され その後 Bartonctat.(1957,60)3･1)
により脚旧の化学川辺が決定された.著者らはピレス
ロジンの川泣叫にmethylen'edioxyphenyl基が存在し
ないにもかかわらず非力作用を示すことならびに,特
にノアクダウン効力に火力Yt･:川の認められろことに興
味をもち,ピL(スPi;ンおよび粕 作合物のピレトリ
ンま･たは,アレスリンに対する兆力作用をイエバエに
ついてしらべた.処理方法により,これらの非力効果
の程度がことなったが粗ピレスロジンおよびその塩酸
分解物の酸化物がピレトリンに対し共力作用を示した.
本文fこ入るに際し,御指導いただいた名古屋大学農l
学部故田村悌一教授.弥富喜三教授および宗像桂教授,
ln在,大正割鵜株式会社研兜部 (TaishoPharma･
ceuticalCo.,LTD.)
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肢串大学忠学部松原弘道教授に探測致します.
Ⅰ･実験材料および方法
(1)供試水剤.有効成分として除虫菊エキスとアレ
スt)ンを用いたが,除虫菊エキスは馴 旨性の沈波を含
まない市販品の25%エキスで,アレスリンは90,%以上
含有の工業品である.また.用いた除虫菊結ura仕組胴
(Fig.1)はピレスロジン純品,粗相ピレスロジン,ど
レスロジンの塩酸分解物,塩酸分解物のクロム酸鮒 ヒ
物およびピレスロジンの硫酸分解物である.なお,油
剤ではピレト1)ンの共力剤としてpiperonylbutoxide
を用いて比校した.
(2)油剤および粉剤の調製法 油剤はTablelにホ
す組成となるように一定血の除虫菊エキス,ピレスロ
ジンおよびその誘導体と,溶解を助けるためにジオキ
サンまたはエタノールを加え,ケロシンで調製した.
なお,共力剤およびピレスロジンやその他の訪中体の
混用割合は重量比で5倍量とした.
